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論文内容の要旨
【研究背景】
慢性腎臓病患者（chronic kidney disease : CKD）
は，全世界で 5,000万人以上が罹患している世界的に多
い疾患ある。透析や移植を必要としている末期腎不全











































































の 1.5倍，以下 1.5倍群），400g（ml）（同 2倍，以下 2
倍群），600g（ml）（同 3倍，以下 3倍群），800g（ml）




















































































































































































































約 35.7mg，カリウム摂取量の低減量は約 30.6mg で
あった。透析患者における 1日のリン摂取目安量は 700
mgであり，そのうち米飯中のリン含有量は 26.2%に相
当する。また，1日のカリウム摂取目安量は 2000mgで
あり，そのうち米飯中のカリウム含有量は 7.8%に相当
する。
血清リン値の有意な低下が見られ，血清カリウム値の
低下が見られなかった理由としては，透析患者のリンの
摂取目安量に対し，米に含まれるリンの割合が大きく，
血清リン値の低下につながり，カリウムは摂取目安量に
対し，割合が少ないため，血清カリウム値に影響を与え
なかったものと考えられた。
また，指導前には 7名中 6名の対象者は，米中にリン
やカリウムが含まれていることを認識しておらず，リン
は肉や魚に，カリウムは野菜や果物に多く含まれている
という認識であった。肉，魚，野菜，果物以外の食品に
対しては，リンおよびカリウムに関する意識が薄いこと
がうかがわれた。対象者 7名に対する試験終了後のアン
ケート調査においては，米中のリンおよびカリウムを認
識するようになったとの回答が 100%であり，患者に対
して意識改革が生じたと考える。また，5回洗米は簡便
であることから継続可能な食事療法であるかの問いに対
し，100%の患者で指導前から「継続可能である」との
回答を得ることができた。また，4週後，10週後，18
週後の調査においても，すべての患者で，5回洗米は継
続可能な食事療法であると回答している。このことに
よって，5回洗米は簡便なため，継続的な実施が可能で
あると判断できる。指導前の洗米回数は 3.9±2.0回で
あったが，4週後では 5.9±1.5回，試験終了後では 5.9
±1.5回であり，5回洗米を意識した洗米ができている
ことがうかがえる。
以上のことにより，5回洗米食事療法は，経済的負担
と調理的負担が少なく，リンおよびカリウムの経口摂取
量を減らすことが可能であり，CKD患者の食生活の向
上に有用であり，かつ実用的であると考え，今後，
CKD食事療法として推進していく必要がある。患者ひ
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とりひとりが食事療法に取り組むことによって，経口か
らのリンおよびカリウム量を減らすことができ，透析関
連薬剤増加抑制に貢献できることが期待される。
【結 語】
米中のリンおよびカリウムを低減させることができる
洗米方法は，米の 2倍量の水を注ぎ入れ，1回の洗米時
間に 20秒間，手でかき混ぜ，5回水を取り換えること
であった。患者の経済的負担が少なく，簡便であり，継
続可能なこの 5回洗米食事療法は，血清リン値を低下さ
せ，CKD患者の食事療法の一助になると考える。
審査報告概要
慢性腎臓病（CKD）患者が制限をしなくてはならな
い食事によるリンおよびカリウムの低減のために，洗米
方法により米中のリンおよびカリウムの低減ができるか
どうかを検討するとともに，その効果について臨床試験
を実施し，以下のことを明らかにした論文である。
洗米条件の検討から，5回洗米により，米中のリンは
50%，カリウムは 46%まで低減でき，それ以降は回数
を重ねてもリンおよびカリウムは洗出しないことが明ら
かとなった。また，各家庭で炊飯する量は様々である
が，リンおよびカリウムが効率よく洗出していく洗米の
際の水量を調べ，調理の手間，節水を考慮した水量を明
らかにした。また，臨床的に CKD患者に対し 5回洗米
食事指導を実施し，回数の指導によってほぼ指導後 10
週間以降で血清リン値の低下が明らかとなった。CKD
患者に対する 5回洗米方法に関するアンケート調査で
は，経済的・肉体的負担がなく，簡便であり，継続可能
な食事療法であるとの回答が得られ，毎日の洗米操作に
より患者の食事管理の意識の醸成がなされた。一連の研
究成果は，日本において透析患者数の増加と高齢化にと
もない医療費が増大している中，CKD患者に対する洗
米指導の徹底が透析関連薬剤費の抑制に繋がることを意
味し，大変有効な食事療法であることが評価された。ま
た，日本だけでなく，米を食する民族においてリンおよ
びカリウム低減のための共通の CKD食事療法として推
進できる研究成果であると評価された。
よって，審査員一同は博士（環境共生学）の学位を授
与する価値があると判断した。
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